（大会参加申込書：様式１４）

令和７年度第37回全国健康福祉祭(ねんりんピック)岐阜大会派遣選手選考会
［（ダブルス戦）参加申込書]
申込み年月日：令和７年　　月　　日
	連絡責任者
	氏名
	
	電話
	　　　　－　　　　－

	
	住所
	〒　　　－


	参加区分
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	性別
	生年月日
	住　　　所
（電話番号）
	備考

	①男子ダブルス

②女子ダブルス

③混合ダブルス
	
	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	
	
	
	
	
	

	①男子ダブルス

②女子ダブルス

③混合ダブルス
	

	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	
	

	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	①男子ダブルス

②女子ダブルス

③混合ダブルス
	

	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	
	

	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	①男子ダブルス

②女子ダブルス

③混合ダブルス
	
	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	

	
	
	男・女
	昭和
　　年　月　日

　（　　歳）
	〒　　－

（　　　－　　　　－　　　　）
	


※１　男子ダブルス及び女子ダブルスは、昭和４１年４月１日以前生まれ、混合ダブルスの男子は昭和３１年４

　　月１日以前生まれ、女子は昭和４１年４月１日以前生まれとする。
※２　参加区分欄には、該当する番号に○印してください。

⑭令和７年度第37回全国健康福祉祭(ねんりんピック)岐阜大会
派遣選手選考会　実施要領
１　主　　催　　青森県ソフトテニス連盟

２　開催日　　令和７年６月１日（日）
３　会　　場　　八戸市東運動公園テニスコート
４　日　　程　　受　付　　９：００～　９：３０
５　参加資格　　県内居住者で、年齢制限は「６　競技方法」のとおりとする。
６　競技方法　（１）試合は次の部門で行うこととし、リーグ戦及びトーナメント方式により行う。　　　　　　　　
	部門
	年齢の制限

	男子ダブルス
	昭和41年４月１日以前生まれ

	女子ダブルス
	昭和41年４月１日以前生まれ

	混合ダブルス
	男子は昭和31年４月１日以前生まれ
女子は昭和41年４月１日以前生まれ


　　　　　　　（２）試合は７ゲームマッチとする。
７　競技規則　　（公財）日本ソフトテニス連盟ハンドブックによる。
８　選考方法　（１）申し合わせを適用する。
　　　　　　　（２）過去２大会の選考会で派遣選手となった選手は、本選考会に出場できない。
　　　　　　　（３）本選考会に出場するペアが１ペアの場合、選考会は行わず、参加資格を確認のうえ
　　　　　　　　　派遣選手として推薦する。

９　表　　彰　（１）選考会であることから、表彰は行わない。
10　参加費等　（１）参加費は、１人当たり１０００円とし、大会当日受付で徴収する。

11　申込方法　（１）大会参加申込書:様式１４を使用する。

　　　　　　　（２）申込期限は、令和７年５月２２日（木）までとする。
　　　　　　　（３）申し込み先は、次のとおりとする。

	青森県ソフトテニス連盟　理事長宛
所　在：〒０３０－０８４１　青森市奥野２－２７－１
　ＴＥＬ：０９０（２６０９）７９７１　　ＦＡＸ：０１７（７３５）４０９０
　Ｅメール:t.shimpo0310@gmail.com


12　参加上の注意事項

　　　　　　　（１）ウエア・シューズ等は、日本連盟ユニフォーム着用基準による。
13　その他　　本選考会で派遣選手を選考できなかった場合の措置は次のとおりとする。
（１）選考できなかった部門については、選考された選手が相談し人選する。
　　　　　　　（２）あくまでも「申し合わせ」を順守した人選とするが、どうしても人選できなかった
　　　　　　　　　場合には、特例として「申し合わせ」該当者も派遣選手として認める。この場合、本
　　　　　　　　　大会から２大会選考会に出場できない。

　　　　　　　（３）選ばれた６人の中から、代表者を選出し、青森県選手団派遣実施機関である長寿社
会振興センターに届けるものとする。
（４）この他、想定しない事態が生じた場合は、参加者・被選考者と主催者が協議の上対
　　応する。
